
センターでは標記講座の受講者を募集します。詳細はセンターホームページに掲載の「募集要項」をご

覧ください。申込締切は５／7（日）（当日消印有効）です。 

◆対象者：以下の条件をすべて満たすことができる方。なお、センターが行う他の 

     講座を受講中の方は、当講座との重複受講はできません。 

➀手話を駆使して特定の聴覚障がい者と日常会話が可能である。 

②全日程の７０％以上出席できる。 

③１８歳以上で地域の手話サークル等で現在も含めて３年以上手話を学んでいる。 

④講座終了後に県や市町の登録通訳者として活動する意志がある。         

⑤聴覚障がい者団体および手話関係団体の活動等、聴覚障がい者との交流や情報交換の場に積極的に 

 参加する意欲がある。 

◆募集定員：8名程度 ※面接により受講可否を決定します 【面接日：５／２０（土）午後】 
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※次号には盲ろう者通訳・介助員養成講座の受講者募集について掲載予定です。 

 

 

 

 

  

三重県聴覚障害者支援センター  〔毎月５日発行〕 ２０２３年４月号 

待ちに待った春がやってきました。みなさま、いかがお過ごしでしょうか。 

さて、下欄にも掲載のとおり、たくさんの「サクラサク」の便りが届き、とても嬉しく思っています。

新たなスタート地点に立ったみなさんの、さらなる飛躍をお祈りしています。今年度も引き続き、各種

養成講座を開催いたします。みなさまの受講申込みをお待ちしております。 

また、3月に開催いたしましたセンターまつりには、まだ寒さが残る屋外での催しにもかかわらず、た

くさんの方々にご参加いただきありがとうございました。今年度もどうぞよろしくお願いいたします。 

『センター長のコラム』 第 32 回 

 ２０２２年度手話通訳者全国統一試験および全国統一要約筆記者認定試験の合格発表がありました。 

 三重県からは１4名（手話通訳 4名、手書き要約筆記 4名、パソコン要約筆記 6名）が合格されまし

た。合格者のみなさまおめでとうございます。今後の活躍を期待しております。 

♬ 手話通訳者全国統一試験、全国統一要約筆記者認定試験 合格者発表！ 

 

手話通訳者全国統一試験 合格者 

 谷内光   （名張市） 

 生川舞子  （鈴鹿市） 

 安田智恵美 （菰野町） 

 湯浅久美子 （尾鷲市） 

♬ 『令和 5 年度手話通訳者養成講座』の受講者を募集します！ 

 

全国統一要約筆記者認定試験 合格者 

手書き  

 大久保智子 （四日市市） 

 北井悠貴  （伊勢市） 

 水谷晶子  （桑名市） 

 山川直美  （鈴鹿市） 

 

 

パソコン  

 浅野有香  （四日市市） 

 市川洋子  （鈴鹿市） 

 伊藤智子  （四日市市） 

 大久保智子 （四日市市） 

 北井悠貴  （伊勢市） 

 水谷晶子  （桑名市） 合格！！ 



 

 

今回のおすすめ作品 

ご自宅から、作品の貸し出し申込みや返却ができます。 

①三重県聴覚障害者支援センターの利用者登録をします（既に登録済みの方は手続きは不要です）。 

②「字幕入り映像ライブラリー借受申込書」に必要事項を記入し、支援センターに提出してくださ 

い（郵送・ＦＡＸ・メールでＯＫ）。 

 ③貸し出しは、1人 1回 3巻（枚）まで。 

 ④手渡しでの貸し出しが原則ですが、郵送を希望する場合は、郵送による貸し出しも行っています。 

 ⑤貸し出し期間は 2週間まで。郵送による返却もＯＫです。返却時の郵送料はご負担ください。 

✐当センターホームページに、申込書や作品リスト、動画『字幕入り映像ライブラリーの利用について』

を掲載していますのでご覧ください。 

♬ ＜お礼＞センターまつりを開催しました！ 

 
 ３月５日（日）三重県総合文化センター知識の広場において、第１０回センターまつりを開催しまし

た。今回は初の屋外開催で天気が心配でしたが、当日は薄曇りのまずまずの気候でした。広場には８つ

のブース出展があり、以前からセンターをよく知る方だけでなく、他の用事で会場に来られた方がふら

っと立ち寄って、ゲームやスタンプラリーなどに参加して下さる様子も見られました。およそ１５０名

の方にご来場いただき、とても賑やかなまつりになりました。ご来場の皆様、出展して下さった関係団

体の皆様、ご協力ありがとうございました。 

 水の都、タイの首都バンコク。街の中心部を流れる 

チャオプラヤー川は、人の移動や荷物の運搬のために 

一日中船が行き交っている。いにしえの都アユタヤの 

世界遺産には４００年に及ぶ王国の歴史が秘められて 

いる。街には今も王朝時代の遺跡が数多く残り、多く 

の観光客が訪れる。大河が注ぐ海辺の干潟では風変わ 

りな伝統の漁が伝えられている。 

 

🎦手話表現者：長谷川翔平 

🎦２０２１年・BS日本・４６分 


